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高
台
だ
よ
り
は
、
昭
和
６
１
（
１
９
８
６
）
年
に

手
書
き
の
ガ
リ
版
の
創
刊
号
を
発
行
し
て
以
来
、

４
０
年
間
毎
月
定
期
発
行
し
て
、
今
月
で
５
０

０
号
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
を
記
念
し
て
、
高 

台
地
区
の
開
発
や
高
台 

自
治
会
の
成
立
、
自
治 

会
の
行
事
な
ど
を
ま
と 

め
、
来
し
方
を
振
り
返 

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま 

す
。（
下
図
は
高
台
だ
よ
り 

５
号
・
実
質
第
一
号
） 

  

高
台
地
区
は
、
新
興
住
宅
地
で
も
あ
っ
た
た
め

若
い
人
が
多
く
、
ま
ず
高
台
子
ど
も
会
が
作
ら

れ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
餅
つ
き
大
会
、
盆
踊
り
や
元

旦
天
王
山
登
山
な
ど
を
主
催
し
ま
し
た
。 

                    

    

   

ま
た
当
地
区
は
天
王
山
の
山
蔭
で
テ
レ
ビ
電
波

が
届
き
に
く
い
難
視
聴
地
区
で
あ
っ
た
た
め
共

聴
ア
ン
テ
ナ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
光
通

信
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
ゴ
ー
ス
ト
が
多
く
動

作
が
不
安
定
で
あ
っ
た
た
め
共
視
聴
組
合
を
作

り
、
施
設
の
維
持
や
市
や
阪
急
な
ど
と
交
渉
し

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め

の
社
体
振
（
社
会
体
育
振
興
会
）
の
組
織
が
あ
り
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
な
ど
を
主

宰
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
う
し
た
中
、
ば
ら
ば
ら
の
組
織
で
は
な
く
自

治
会
組
織
と
し
て
ま
と
ま
る
必
要
が
あ
る
と
の

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
高
台
で
住
宅
火
災
が
あ

り
災
害
時
の
助
け
合
い
が
身
近
な
も
の
と
感
じ

ら
れ
た
こ
と
が
直
接
の
契
機
と
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
６
１
（
１
９
８
６
）
年
４
月
、
発
起
人
１
９

人
と
出
席
者
３
８
名
で
高
台
自
治
会
設
立
総
会

を
金
ケ
原
自
治
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。↗

 

                     

当
初
の
加
入
率
は
５
６
％
で
し
た
が
、
そ
の
後

９
０
％
ま
で
あ
が
り
、
長
岡
京
市
で
も
屈
指
の

組
織
と
な
り
ま
し
た
。 

  

「
高
台
夏
ま
つ
り
」 

 

毎
年
行
わ
れ
た
高
台
最
大
の
行
事
は
、
８
月
下

旬
の
高
台
夏
ま
つ
り
で
す
。
軽
食
・
お
つ
ま
み
・ 

ビ
ー
ル
・
か
き
氷
な 

ど
の
模
擬
店
が
並
び
、 

子
ど
も
達
の
ゲ
ー
ム
も 

あ
り
ま
し
た
。
長
４
中 

の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏 

で
始
ま
り
、
さ
く
ら
会 

館
で
は
お
地
蔵
さ
ん
で 

住
職
の
講
話
が
あ
り
ま 

し
た
。
最
後
は
福
引
大 

会
が
あ
り
、
そ
の
発
表 

に
一
喜
一
憂
し
ま
し
た
。 

 

「
高
台
文
化
祭
」 

 

年
１
回
行
わ
れ
た
高
台
文
化
祭
で
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
洋
画
・
日
本
画
・
書
・
写
真
・
彫
刻
・

絵
手
紙
な
ど
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
各
自
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
た
鉄
道
模
型
・
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
・
陶
磁
器
・
能
面
な
ど
も
展

示
さ
れ
ま
し
た
。 

同
時
に
一
角
で
は
、
講
演
や
歌
唱
や
セ
ラ
ピ
ー
の

実
演
、
ま
た
落
語
な
ど
の
放
映
が
あ
り
ま
し
た
。 

                 

「
高
台
さ
く
ら
祭
り
」 

４
号
公
園 

に
は
染
井 

吉
野
の
古 

木
が
あ
り
、 

毎
年
み
ご 

と
な
花
を 

咲
か
せ
ま 

す
。
こ
の 

満
開
の
花 

の
下
で
、 

毎
年
〟
呑
兵
衛 

”
が
集
ま
っ
て
、
高
台 

さ
く
ら
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

さ
く
ら
会
館
で
は
皆
さ
ん
か
ら
提
供
い
た 

だ
い
た
も
の
で
バ
ザ
ー
が
開
か
れ
、
お
お 

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
・
映
画
会
」 

月
最
終
月
曜
日
は
、
午
前
中
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
・

相
談
会
が
あ
り
、
午
後
か
ら
は
映
画
会
が
あ
り

ま
し
た
。
映
画
は
洋
画
あ
り
邦
画
あ
り
、
名
作
あ

り
話
題
作
あ
り
喜
劇
あ
り
懐
か
し
の
映
画
あ
り

で
、
８
０
回
続
き
ま
し
た
。
映
画
会
の
後
は
、
皆

さ
ん
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
時
事
問
題
や
身
近
な
話

題
に
盛
り
上
が
り
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

                   

                       

「
講
演
会
」 

さ
く
ら
会
館
で
は
、
住
民
が
講
師
と
な
っ
て
ま

た
講
師
を
招
聘
し
て
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

歴
史
講
演
会
や
ア
ロ
マ
教
室
、
骨
董
講
演
会
、
健

康
教
室
な
ど
が
あ
り
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。 

 

「
き
ず
な
の
会
」 

平
成
２
８
（
２
０
１
６
）
年
に
、
当
時
の
高
台
民

生
委
員
ら
が
集
ま
り
、
災
害
時
な
ど
に
助
け
合

い
支
え
合
う
た
め
会
を
発
足
し
、
毎
月
定
期
的

に
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。
研
修
と
し
て

各
種
専
門
職
の
方
の
お
話
、
お
隣
さ
ん
か
ら
学

ぼ
う
で
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
話
、
参
加
者
で
話

し
合
う
グ
ル
ー
プ 

ワ
ー
ク
な
ど
を 

行
っ
て
い
ま
す
。 

認
知
症
・
高
齢 

期
の
病
気
・
高 

齢
福
祉
サ
ー
ビ 

ス
・
相
続
対
策 

な
ど
の
テ
ー
マ 

で
講
演
・
話
合 

い
し
ま
し
た
。 
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                                     昭和４５（１９７０）

年８月、向日丘陵の

一角で京都盆地が一

望できる田畑や竹林

が広がる地域を、阪

急不動産が買収し開

発工事が始まりまし

た。この地域は駅か

ら少し離れていまし

たが、１期２期はほ

ぼ即日完売となり３

期は抽選となり、全

４５８区画が販売さ

れました。 

当初の建蔽率は風致 

地区並みの４０％（容 

積率６０％）と厳し 

かったため良好な住 

環境が保たれました。 

昭和 47（1972）年の高台地区、造成

が終わり分譲前の高台住宅地を西側か

ら望む。中央を左（北）から右に走るの

が奥海印寺納所線、左端がまだ建物のな

い 1 丁目、その右が向イ山、新しくで

きた高台通りがあり、中央右手には段々

に造成されたばかりの 2 丁目住宅地が

見えます。  

昭和 48 （1973）年、
高台３丁目からバス通
りの北側を見る。街路
樹は平成 3 年にナンキ
ンハゼに植え替えられ
現在はクロガネモチに
かわりますが、最初に
植えられていたプラタ
ナス（鈴懸）の若い樹が
見えます。  

平成２２（２０１０）年の夏まつり 

り 

  
「高台歴史を楽しむ会」  
平成 18（２００６）年の桒原前会長等が世話人とな
って作られた歴史好きが集まった同好会です。会員は
６０名余りで、毎月１回西は兵庫県赤穂、東は岐阜県
岩村、北は福井県一乗谷、南は和歌山和歌の浦の近畿
一円の名所旧跡を、観光バスや公的交通機関で訪れま
した。その回数は１５０回で、参加者は延べ４０００
人に上ります。 

 
平成２６（２０１４）

年５月  第８８回例会

で湖西を訪れました。

対岸の鮎家の里で昼

食後「浮御堂」の前で

の記念写真。４１名が

参加しました。  

第５回映画会の上映作品
は、日本で最初に作られた
総天然色喜劇「カルメン故
郷に帰る」でした。 


